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特長❶

特長❷ 画面一部更新

これまでのお悩み

Rundlax では、
Android の基本的な操作に
対応しており、
スワイプでの画面遷移や
画面スクロールが可能です。

Rundlax では、
サーバから表示データを受信して
画面を表示しますが、
画面の一部分だけの表示データを
受信して画面を更新することで、
通信データ量を削減できます。

製品名の由来
新製品名は「Rundlax（ランドラクス）」。

アプリケーションのベース（軸）として、様々な機能（車輪）を提供するとともに、

車輪と軸を組み合わせることで前に進むように、お客様と共に進んでいきたい、

シェアードシステムの次の軸（幹）となる製品になってほしい、という願いを込めた製品名です。

アプリケーション

ミドルウェア
Rundlax
Android OS

ハードウェア

Androidアプリ開発のお悩み解決

業務用Androidアプリ開発決定版

●Android 標準オブジェクトにより、表現豊かなUIを実現
●AndroidOS バージョン7.0以降であれば「メーカー」「機種」を問わず利用可能

特長❸ カスタムコントロール

特長❹ デバイス制御

Rundlax では、
標準的な画面オブジェクトを用意していますが、
アプリケーションの開発者がカスタマイズして、
独自の画面オブジェクトを
表示する事が可能です。

Rundlax では、
Android 端末のブザー、
バイブレーション、物理キーや、
機種によっては端末内蔵の
バーコードスキャナが
制御可能です。

標準的な
画面オブジェクト

バイブレーションブザー 物理キー バーコード
スキャナ

カスタマイズした
画面オブジェクト

Rundlaxの特長

DXの進化したデジタル技術を浸透させることで
ビジネスをより良いものへと
変革する事に貢献します。

● Android専任エンジニア不足
● OSバージョンアップ時の
  対応にコストが掛かる

名前の来由はRundle（輪車）+Axis（軸）の造語から成り立っています。

Androidの基本操作

画面の
一部だけを更新

https://www.sharedsys.co.jp/


サプライチェーンのDXを推進する
新部署を昨年7月に設置

――今日はありがとうございます。最初に
田坂さんご所属のSCM部門デジタルイノ
ベーションプロジェクトの業務について伺
いたいと思います。

田坂 私が所属するSCM部門デジタルイ
ノベーションプロジェクトは昨年７月に部
門統括の直轄組織として立ち上げられた新

しい部署です。SCM部門のデータサイエン
ティストを集めて組織しており、当社事業
におけるサプライチェーンのDXや高度化を
推進する役割を担っています。メンバーはデ
ータサイエンティストであると同時に、ロ
ジスティクスや生産に造詣があり、サプラ
イチェーン変革に対する意識も高いと思い
ます。プロジェクトという名前がついてい
ますが、何か一つのプロジェクトを推進す
るための部署ではなく、サプライチェーン
変革にプロジェクティブに取り組んでいく
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製造業で生産拠点と物流拠点を統合したサプライチェーン拠点への変革が進展している。
環境保護への貢献に加え、生活者・顧客に安定かつサステナブルな製品供給を可能にする新
時代の拠点を構築することで経済環境や市場の変化にフレキシブルに対応できる体制を整え
る狙いがあるからだ。こうした中、トイレタリー・化粧品大手の花王(株)は、豊橋工場を生
産・物流機能一体型サプライチェーン拠点に変革し、柔軟で効率的な生産体制とサステナブ
ルな新物流モデルの構築を目指すと発表した。これは同社がかねてから進めている生産・物
流体制改革の一環で、DXに加え、労働市場の変動にも耐え得る自動化設備の導入も積極的
に進める方針だ。
そこで今回は花王のこの取組に着目し、その推進に携わる同社SCM部門 デジタルイノベー
ションプロジェクトチーフデータサイエンティストの田坂晃一氏（写真１）に登場してもら
い、今回の豊橋工場での取組とともに、次代を展望する同社の生産・物流戦略などについて
話を聞いた。 (編集部)

生産・物流機能一体型の
サプライチェーン拠点改革へ

フレキシブルでサステナブルな生産・物流体制構築を目指す
大量生産大量消費時代の転換期に豊橋工場から着手

花王(株)
SCM部門 デジタルイノベーションプロジェクト
チーフデータサイエンティスト
田坂晃一氏

写真１ チーフデータサイエンティストの田坂晃一氏



という意味です。よって、実際にはSCM部
門に留まらず社内の関連部署と連携しなが
ら全体最適化を目指して活動を進めていま
す。大量生産大量消費時代からの転換期を
迎え、当社ではフレキシブルでサステナブ
ルな新時代の生産・物流体制の構築が必要
だと認識しており、我が部署はそのミッシ
ョン達成へ向けた推進を行っています。

――では、貴社の現在の生産・物流体制を
確認させていただきたいと思います。

田坂 当社の日本における生産拠点は10工
場（酒田、栃木、鹿島、東京、川崎、小田
原、豊橋、和歌山、愛媛、富士）で、川崎
工場と和歌山工場が基幹生産拠点となって
います。基幹生産拠点の2工場では主に各種
洗剤（衣料用、台所用、住居用）、シャン
プー・リンスなどの大量生産品目を生産し
ており、それぞれ東日本供給拠点、西日本
供給拠点として機能しています。栃木工場
と愛媛工場は、それぞれサニタリー製品の
東日本供給拠点と西日本供給拠点との位置
付けで、生理用ナプキンや紙おむつを生産
しています。酒田工場では主に入浴剤やシ
ート製品などを生産しており、紙加工製品
のグローバル供給拠点となっています。小
田原工場はグローバル供給拠点として化粧
品を、東京工場は新規開発型拠点として化
粧品（ソフィーナ）を生産しています。鹿
島工場はケミカル製品の供給拠点としてケ
ミカル製品を、豊橋工場は主にビューティ
ケア新製品の生産拠点としてスキンケア製
品やヘアケア製品などを生産しています。

――今回、生産・物流一体型サプライチ
ェーン拠点が打ち出された豊橋工場に特徴
的な点はありますか。

田坂 豊橋工場で生産しているのは、ビ
ューティケア製品やコロナ禍で需要が高ま
った手指消毒液などの衛生関連製品といっ

た少量多品種生産品目です。川崎や和歌山
のような装置による大量生産と異なり、人
手も含めた細かい作業により様々な製品供
給を行っており、フレキシブル性に優れる
点が特徴で、次世代型工場のモデルになり
得ると考えています。このフレキシブル性
を保ちながら生産面でのDXと自動化を推
進するため、最近ではプラスチックボトル
供給や段ボール搬送・組立などの工程に様
々なロボットを導入しています。

花王グループによる一気通貫の
独自サプライチェーン物流体制

――豊橋工場の特徴がよく分かりました。
大量生産大量消費時代の転換期ゆえにサプ
ライチェーン拠点変革を急がれている理由
もよく理解できます。

田坂 ありがとうございます。当社の物流
については、工場〜卸の「メーカー物流」
のほか、卸〜小売・物流拠点の「卸物流」
や小売・物流拠点〜小売・店舗の「小売物
流」の機能を当社グループで保持している
という当社独自の体制になっています。同
業他社であれば、特に卸物流や小売物流に
日用雑貨卸や3PL、協力会社などが介在し
ますが、当社の場合はグループによる一気
通貫体制が構築されているため、サプライ
チェーン上の管理（在庫・輸配送）がしや
すく、広い視野での情報が容易に入手でき
る仕組みとなっています。
当社のメーカー物流の着荷先となる物流
拠点「LC(Logistics Center)」は、トイレタ
リー系が24か所、化粧品系が7か所（化粧
品はリードタイムが長く設定できるため少
なくて済む）設置されており、豊橋工場で
生産された製品は主にトイレタリー系LCに
輸送され、これらLCから小売・物流拠点に
製品が配送されます。なお、LCでは、受注
後24時間で製品を配送する体制が整えられ
ています。タイムリーな販売情報が入手で
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きれば、生産・在庫調整の迅速・的確な判
断が行えますので、小売情報がメーカーで
ある当社に直接入ってくる情報ネットワー
クを持っている点は当社の強みであると言
うことができます。もっとも、こうした情
報をどのように活かすかが重要であり、DX
を積極的に進めるべき理由もここにありま
す。豊橋工場での生産・物流一体化への取
組は、その意味で当社の今後のモデルケー
スになるものと認識しています。こうした
変革を通じ、店舗や生活者への製品供給を
より効率的に、またサステナブルに推進し
ていく体制を構築して参ります。

――貴社が豊橋工場において生産・物流機
能一体型拠点への変革を打ち出された経緯
についてお聞かせください。

田坂 まず豊橋工場の生産能力強化の計画
があり、これに伴い増加する在庫量に対応
するため、物流体制の見直しを始めたこと
が発端となりました。その際、単なる倉庫
建設に留まらず、豊橋工場敷地の有効活用
を検討する中で、生産・物流のあるべき将
来像を探っていくことになったわけです。
物流については、2024年問題や環境保全へ
の配慮などの課題があり、さらに豊橋エリ
アにおける雇用確保の問題を乗り越え、サ
ステナビリティを実現していくためには、

単純に保管能力を増強するだけでは足りま
せん。そこで視野を広くしてサプライチ
ェーンネットワークの将来像を議論し、生
産・物流拠点一体化を進めるべきとの結論
に至りました。

自動倉庫や各種ロボット等を導入
庫内作業の完全自動化を目指す

――豊橋工場での取組が貴社の生産・物流
体制の将来像に大きく関わるものであるこ
とがよく理解できました。続いて、豊橋工
場における生産・物流機能一体型拠点への
変革の具体的な中身について伺いたいと思
います。

田坂 当社は今回の変革を通じ、豊橋工場
を「豊橋コネクテッド・フレキシブル・フ
ァクトリー」に生まれ変わらせる考えで
す。豊橋工場は少量多品種生産品目の生産
拠点なので、他の生産拠点やサプライヤー
等ともつながりを持ち、柔軟な対応が求め
られることから、コネクテッドとフレキシ
ブルという表現を盛り込みました。また、
生産・物流の将来像を踏まえ、関係各部門
から寄せられた様々なコンセプトを反映
し、完成したものが図表１のイメージで
す。

※花王(株)提供資料を一部加工

図表１ 「豊橋コネクテッド・フレキシブル・ファクトリー」のイメージ
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――イメージの中の建造物が工場と倉庫と
いうことでしょうか。

田坂 右側の高い建物が2022年2月に着工
した新倉庫（図表２、建築面積：約7,150
㎡、大和ハウス工業(株)が建築を担当）
で、120万梱の保管能力を持つ自動倉庫
（(株)ダイフク製）を据え付ける予定で
す。左側の建物が工場で、少量多品種生産
に最適なロボットを導入し、需要変動に応
じたフレキシブルな生産体制が構築されて
います。工場から新倉庫への製品搬送は無
人トラック等で行います。倉庫棟には、ケ
ース仕分けロボット（写真２、(株)Mujin
製）やAGV（写真３）、無人フォークリフ
トなどの先端技術を利用した自動化設備を
数十台規模で導入するほか、トラックの荷
物の積み降ろしを自動化するトラックロー
ダーも導入します。仕分け作業エリア内は
固定せず、仕分けロボットとAGVが自在に
パレットへの積み付けとパレットからの荷
卸しを同時に行う、自由度の高い完全自動
化を実現する設計になっています。自動化
設備による入出荷能力としては各4万梱／
日を確保する計画で、2023年上期の竣工・
稼働開始を予定しています。

――無人フォークリフト導入のような難易
度の高い自動化ノウハウも確立されている
のでしょうか。

田坂 当社は、経済産業省資源エネルギー
庁公募事業である令和3年度「AI・IoT等を
活用した更なる輸送効率化推進事業」でAI
搭載自動運転フォークリフトの実証事業を
関係4社（大和ハウス工業(株)、イオングロ
ーバルSCM(株)、(株)日立物流、(株)豊田
自動織機）と共同展開しており、この事業
を通じて培ったノウハウを生かしていく考
えです。また、この実証事業と連携し、積
み降ろし作業の自動化・無人化を図るとと
もに、バース予約システムなどの導入によ
るトラック入退場のスマート化でトラック
待機時間を削減し、ドライバーが安心して
活動できるホワイト物流も推進します。さ
らに、物流倉庫のロボットフレンドリーな
環境整備に向け、ロボット革命産業IoTイニ
シアティブ協議会の物流テクニカルコミッ
ティーにも参画しており、こうした一連の
自動化・無人化への取組を紐づけ、本計画
の目的を達成する方針です。

――新倉庫での完全自動化実現が待ち遠し
い限りです。

田坂 トラックの無人運転技術の確立はま
だ先になるでしょうから、それまではドラ
イバーがいることになります。また、当初
から完全自動で新倉庫を稼働させることは
難しいかもしれませんが、いずれにしても
段階を踏み、それほど時間をかけずに実現

図表２ 豊橋新倉庫の完成予想図

※花王(株)提供資料を一部加工
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できると見ています。そのためにも当社の
ノウハウはもちろん、自動化先端技術のパ
ートナー各社との協業が必要になることは
言うまでもありません。特に自動化設備の
システム構築（(株)フレームワークスが担
当）が重要であり、構築を進めています。

――既存LCで導入されている自動化設備の
ノウハウを活かすことはできますか。

田坂 当社既存のLCでも自動倉庫やデジタ
ルピッキングをはじめとした各種ピッキン
グシステムなどを導入しており、自動化設
備の運用経験は豊富ですので、そのノウハ
ウを活かすことができると考えています。た
だし、豊橋新倉庫は少量多品種生産品目が
対象であり、SKUの増減に対応した自動化
を図らなければなりません。また、顧客ニ
ーズの変化や新しい製品の市場投入などと
いった事業環境やマーケットの変化にも対
応しなければなりません。ゆえに新倉庫に
は大量生産品目の処理に有利な固定的な自
動化設備ではなく、フレキシブル性を備え
たロボットの導入を決めました。運用とし
ては、新倉庫の2階に荷捌場を設け、このエ
リアでロボットが自在に動き回るものと
し、ロボットの処理能力の範囲内でSKUの
増減にフレキシブルに対応できる設計とし
た次第です。

屋根上に太陽光発電パネルを設置
搬送車両でEV・FCV導入も検討

――近年、物流では環境負荷低減への取組
が加速していますが、豊橋新倉庫でもその
ための設備投資が予定されていますね。

田坂 はい。豊橋工場の屋根には太陽光発
電パネルが設置されていますが、新倉庫の
屋根にも全面に太陽光発電パネルを設置す
る予定です。太陽光発電についてはどの拠
点でも実行可能ですが、発電した電力の利
用方法なども考える必要があり、どのよう
に取り組むのかも含め、引き続き検討いた
します。
また、先ほど工場と新倉庫の間の製品

搬送を無人トラックで行うという説明をさ
せていただきましたが、その車両について
もEV（電気自動車）やFCV（燃料電池自
動車）の採用を検討する考えです。新倉庫
竣工までの間にさらに技術的に進歩してい
るでしょうから、そのことも含めて様々な
実現可能性を探り、工場・新倉庫全体で環
境負荷低減を進めて参ります。
このほか、当社独自技術による廃PET

を原料としたアスファルト改質剤「ニュー
トラック5000」も使用するなど、環境対策
に優れた施設とすることで、「CABEEあ

写真２ 導入予定のケース仕分けロボット

写真３ 導入予定のAGV
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いちAランク」および「BELSS」の取得も
予定しています。
当社は、2040年までにカーボンニュー

トラルを、2050年までにカーボンネガティ
ブを達成するという目標を掲げています。
また、ESGは、当社経営の根幹に据えられ
ており、製品だけでなく、生産・物流設備
やその運用にも大きく関わってきますの
で、新倉庫においてもこの目標達成に向け
て着実に環境対策を進めて参ります。

工場・LC間の製品輸送不要により
コスト・CO2削減などの効果見込む

――今回の生産・物流一体型拠点変革によ
りどのような成果を見込まれていますか。

田坂 現状は豊橋工場で生産した製品を豊
橋LCに輸送して保管しているわけですが、
豊橋工場と豊橋LCが一体化すれば、その輸
送が不要となります。また、豊橋工場内の
物流機能を強化することでより全国への効
率的な輸送が可能となります。コスト削減
に加え、CO2削減にも貢献できます。ドラ
イバーの割り当てもその分楽になると思い
ます。工場とLCの連携も密になり、在庫を
より適正にすることもできると見ていま
す。
また、ロボットなどの自動化設備導入に

より人手に頼らない物流拠点となりますの
で、庫内作業者確保での不安定要素を排除
することもできます。負荷の大きい労働は
ロボットが担うため、既存スタッフはより
クリエイティブで付加価値の高い業務に従
事することになり、拠点の効率化とスタッ
フの働きがいがともに向上します。ロボッ
トにより昼夜を問わず作業を進められるた
め、入出庫処理能力の増強も見込めること
から、強靭でフレキシブルな製品供給体制
が構築できることになります。
またこの機にDXを促進することで、高

度なサプライチェーン管理が可能になり、

生産・物流計画への有効なフィードバック
も可能になるものと見ています。こうした
フィジカル面の基盤固めを進めることで、
将来を見据えた次代の生産・物流体制のモ
デルを構築することができると考えており
ます。

――生産・物流一体型拠点変革の皮切りと
なる豊橋工場ですが、様々な条件から将来
的なモデルになり得る最適な拠点であるこ
とがよく理解できました。

田坂 今回の拠点変革は豊橋工場を起点と
したものだったがゆえに、当社全体の方向
性と相まって進展したものと思います。物
流について言えば、時代の大きな流れに沿
って変化していくものであり、大量生産大
量消費時代の転換に向き合えば、この変化
に対応した体制を構築することが競争優位
性の確保につながると考えています。当社
としては、豊橋工場において拠点変革の基
礎をしっかりと固め、これをモデルとして
他の工場やグローバルに水平展開していけ
るように準備していきたいと考えており、
最終的には生活者へ価値を提供できるサプ
ライチェーンの構築に継続して取り組んで
参りたいと思います。

――消費者ニーズが多様化し、大量生産大
量消費時代の従来ロールモデルが転換を迫
られる中、物流については、雇用問題や環
境問題への対応から、拠点・設備面の戦略
的見直しが必須の状況になっています。貴
社が今回示された「豊橋コネクテッド・フ
レキシブル・ファクトリー」計画は、生産
・物流面での目下の課題に切り込んでお
り、その意味で我が国製造業における今後
の生産・物流体制変革の指標となるに違い
ありません。2023年上期での竣工・稼働が
楽しみです。本日はお忙しい中、大変にあ
りがとうございました。
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情報通信端末用アプリケーションの
開発・運用で使用するミドルウェアに
Android標準オブジェクトの新星が誕生
する。シェアードシステム(株)が開発
し、7月にリリース・出荷される次世代
ミドルウェア「Rundlax（ランドラク
ス）」（図表）がそれだ。第一弾とし
てリリースするのはAndroid特化仕様
で、スマートフォンやタブレット、ハ
ンディターミナルなどを使用した業務
用アプリケーション開発が可能な製
品。アプリケーションのインターフ
ェースや処理速度などの機能性向上に
貢献することから、同社では新製品を
次世代向けミドルウェアと位置づけ、
普及を進める方針だ。
同社は1990年に創業し、受託開発と

製品開発を両輪として事業を展開して
いる。 2 0 0 4 年にはミドルウェア
「HaiSurf（ハイサーフ）」をリリー
ス。以来約18年間、機能拡張及び進化
しているモバイル端末向けアプリケー
ションプラットフォームの販売を継続
し、物流・流通分野などで数々の実績
をあげており、次世代向けとなる今回

のRundlaxの市場投入はDXを志向する
事業者の注目を集めるに違いない。
Rundlaxは、アプリケーション画面オ
ブジェクトをWindows標準オブジェク
トからAndroid標準オブジェクトへの変
更により、ユーザーインターフェース
の表現力が広がり、操作性が格段に向
上。処理速度も従来製品のオンライン
処理に比べ、約15％速度が向上（画面
オブジェクトの種類や数にもよる）
し、スムーズなレスポンスを実現し
た。また、オフライン処理の場合との
比較では50％以上の速度向上が見込め
るという。
扱うデータ量は、従来のHaiSurfシリ
ーズ製品と比べて、画面定義ファイル
のサイズが50％程度に大幅削減される
ほか、画面一部だけの更新機能搭載に
より、レスポンスデータ量の大幅削減
も実現した。
エンドユーザーの多様なニーズを考
慮し、価格体系はフロー型（買い取
り）とストック型（月額費用）の2通り
を準備。クライアントモジュールのみ
の購入でも稼働可能な体制を整えてい

写真 代表取締役社長 青木誠治氏

TOPICKS 01
Android標準オブジェクトの次世代ミドルウェアが登場

新製品「Rundlax」を7月にリリース
情報通信端末用アプリケーション開発に新たな流れ

シェアードシステム(株)

MAY 2022 LOGI-EVO
11



る。また、製品体系としてもライトプ
ラン（基本機能のみ）と基本プラン
（基本機能＋拡張機能）の2プランがあ
り、評価用としての評価版も準備して
いる。
Rundlaxの命名について同社代表取締
役 社 長 の 青 木 誠 治 氏 ( 写 真 ) は
「Rundle(車輪)+Axis(軸)の造語。アプ
リケーションのベース(軸)と、様々な機
能(車輪)を提供し、車輪と軸を組み合わ
せることで前に進むように、お客様と
共に進んでいきたい。という願いと、
当社の次の軸（幹）となる製品になっ
てほしいという願いを込めた」と語っ
ている。
青木氏は今回のRundlax開発・リリー

スについて「エンドユーザー様、SIベ
ンダー様の中には、Androidアプリ開発
が簡単にでき、継続的にサポートを受
けられるミドルウェア企業をお求めの
方が多いのではないかと考えていま
す。Androidアプリの需要は2018年あた
りから急増し、現在は非常に高い水準
にありますが、開発に必要な環境構築
のステップが非常に多く、実はかなり
大変なのが実情です。環境構築に漏れ
や誤りがあると、頑張って開発したも
のの、プログラムが動かない。ま
た、AndroidOSのバージョンによって
は動作しないという問題が多発し、ゼ
ロから作り直しとなるケースも発生す
るリスクがあります。例えば、実際に
A n d r o i d ア プリ開発環境である
『Android Studio』を利用し、アプリを
開発できる方が社内に何人いるでしょ
うか。iOSアプリでも同時に同じ業務で
使いたいという時には、作れないとい
う状況になります。他にも『React
Native』を利用して開発を行う場合

は、日本語の参考サイトが少なく、エ
ラーなどの問題が発生したときに解決
に苦労するという懸念があります。そ
ういった側面から、既存ミドルウェア
をさらに進化させ、Androidに特化した
形で新製品『Rundlax』をリリースし、
変革の一歩を踏み出したわけです」と
話す。
青木氏はさらに今後について「世の

中のルールや前提が変わることを予測
しつつ、シェアードシステムだからで
きること、シェアードシステムだけし
かできないこと、を明確にしながら戦
略を立て、実行に移すことを全社員で
共有し、同じ目標に向かって参りま
す。コロナ過だから、在宅だから、経
済が不安定だから、という不安定な時
代だからこそ、今後の3年先、5年
先、10年先の時代を生き残り、社会に
貢献できる会社としてさらに成長させ
たいと考えています」と語った。
なお、Rundlaxの販売目標は、5年間
で1億円、100社導入を目指すとしてい
る。

図表 開発ツール「Rundlax Designer」の画面構成
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物流センター・倉庫など高密度環境に最適

本社 〒130-0026 東京都墨田区両国 3-25-5 JEI 両国ビル TEL：03-5600-5111（代）
株式会社フルノシステムズ www.furunosystems.co.jp

フルノシステムズ

く わ し く は

中規模倉庫・工場に最適

物流・工場現場のＤＸ化を支える

無線ＬＡＮアクセスポイント

https://www.furunosystems.co.jp/


写真１ 代表取締役社長 横塚元樹氏

食品物流事業を展開するアサヒロジステ
ィクス(株)が4月22日、東京・新宿区のハ
イアットリージェンシー東京で「2022年度
経営計画発表会」を開催した。自主管理経
営優秀拠点や永年勤続者の表彰に続き、同
社代表取締役社長の横塚元樹氏（写真１）
が2022年度経営方針を披露。2021年度の業
績を振り返った後、2022年6月からの大宮
へのグループ本社統合をはじめとする2022
年度の各施策を発表し、その中で2022年度
からリニューアルする同社グループ統一の
ロゴ・シンボルマークも公開された。その
後、同社独自の人材育成プログラム「アサ
ヒ人財育成大学MSコース」の各グループ
がその取組内容を発表するなど、活気あふ
れる催しとなった。

◇ ◇

グループ統一のロゴ・シンボルマークへ
6月に各社本社機能を大宮に統合

2022年度経営方針の説明で横塚社長はま
ず、同社グループの統一ロゴ・シンボルマ
ークを紹介（図表１）。同社が現在、トラ
ックのカラーリングに使用している「オリ
ガミカラー」を活かしたシンボルマーク
で、食事をしている人の顔をモチーフと
し、「丁寧に心を込めて食品を運ぶ」とい

うイメージを「ASAHI」の文字に落とし込
んだ。同社は創業以来、食品物流に特化し
た事業を展開しており、「食を通じて日本
中の家族を豊かにする」との経営理念を掲
げていることから、新ロゴ・シンボルマー
クにはその理念を反映させた。今後は、1
年をかけて順次新ロゴ・シンボルマークへ
の切り替え作業を進めていくとしている。
続いて20 2 1年度68期の決算につい

て、「一歩ずつ前へ進もう」とのスローガ
ンのもとに事業を展開したとし、「こつこ
つと毎日の仕事を積み上げてきた」ことで
企業規模をさらに成長させることができた
と語った。この後、2021年度に実施した諸
施策の報告が続く。
2021年4月には、(株)明治・物流子会社
の「(株)フレッシュ・ロジスティック」の
M＆A（合併・買収）を完了し、完全子会
社化している。現在のグループ拠点数は63
拠点（アサヒロジスティクス(株)：48拠
点、(株)フレッシュ・ロジスティック：14
拠点、ディリースタッフ(株)：1拠点）にま
で増加し、東日本を広く面でカバーできる
体制が整ったほか、関西圏にも拠点設置が
できたという。また、グループ各社の本社
はそれぞれ別だったが、今年6月に大宮の
アサヒロジスティクス本社に統合すること
も明らかにした。

2021年度経常、単体で過去最高を達成

2022年度も新たなチャレンジで業容拡大見込む
2022年度経営計画発表会で公表

アサヒロジスティクス(株)

TOPICKS 02
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2021年度に5つの新規物流拠点を開設
ネットスーパー業務も順調に拡大

2021年度に開設した新規物流拠点は5拠
点。当該5拠点については以下の通り。
■2021年4月
加古川営業所
■2021年9月
川越市場営業所
■2021年10月
大黒ふ頭流通センター
■2021年11月
小牧営業所
■2021年12月
東北日配物流センター
加古川営業所は兵庫県内のおける同社初
の拠点で、東北日配物流センターと川越市
場営業所の2拠点は顧客施設内に設置さ
れ、物流業務を受託している。川越市場営
業所では青果物を取り扱っており、加工食
品物流を主体としてきた同社としては食品
サプライチェーン物流のより川上への進出
の機会となった。
また、東北日配物流センターでは、東北
全域への日配品・チルド品物流において構
内作業から業務を受託しており、業務範囲
をさらに拡大させたものとなっている。大
黒ふ頭流通センターでは、輸入貨物を取り
扱っており、従来拠点と異質なことから、
呼称を物流センターや共配センターではな
く流通センターとした。また流通にはギ

ャップを埋めるとの意味があるとし、国際
環境が不安定な状況下にあって海外貨物を
適切に保管し、短いリードタイムで迅速か
つ安定的に顧客に届ける役割を果たしてい
くという意義も込めたとしている。
ネットスーパー業務も順調に拡大。既存
4店舗に2021年度は新たに2店舗が加わり、
合計6店舗体制となった。顧客評価も高
く、業績も好調なことから、今後も順次店
舗をさらに拡大していく方針だ。店舗体制
は以下の通り。
■2019年3月
川越南古谷店
■2019年8月
川越今福店
■2020年4月
川越山田店
■2020年8月
川越的場店
■2021年2月
西大宮店
■2022年3月
川越霞ヶ関店
2010年度から取り組んでいる同社独自の
人材育成プログラム「アサヒ人財育成大学
（ALU）」の受講実績も累計437名（リー
ダー〔ALU-EG〕198名、主任〔ALU-
B G 〕 1 2 3 名 、正副拠点長・マネジ
ャー〔ALU-MB〕104名、ブロック長・グ
ループ長〔ALU-MS〕12名）に達したとい
う。「人財」育成は同社成長基盤。同社幹
部もこのプログラムを経て同社業務をけん
引する存在となっており、今後もこのプロ
グラムを継続していく。
同社では、幼い子どもを抱える従業員の

サポートのほか、地域貢献への考えか
ら、2018年1月、埼玉県比企郡嵐山町花見
台に「アサヒキッズランド嵐山花見台保育
園」を開設し、運営を開始。2021年7月に
は2拠点目となる「アサヒキッズランド熊
谷保育園」を埼玉県熊谷市千代に開設して
いる。

図表１ グループ統一の新しいロゴ・シンボルマーク
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写真２ 女性専用車両「クローバー」

東名阪の幹線便の運行を開始
女性専用車両の導入は９台に

同社は2022年2月、関東〜中部〜関西を
つなぐ幹線便「Bies Liner（ビィズ ライナ
ー）」の運行を開始した。同社もかつては
長距離輸送を展開していたが、時代の流れ
に合わせて次第に関東を中心とする東日本
エリアでの輸送へと事業内容を変化させて
いた。しかし、近年、食品物流でも幹線輸
送を含めた対応を望む顧客の声の高まりを
受け、これに応える形で「つなぐ機能」を
再構築する方針を固め、実施したもの。現
場で顧客の要望に応えたいとするALU-
MS2期生メンバーの思いと、2021年4月に
同社が発表した中期経営ビジョンで掲げる
「東名阪をつなぐ機能の確立」とがつなが
り、その実現に至ったという。
Bies Linerの「Bies」は、同社オリジナル
キャラクター「アサビィ」、「ももビィ」
を合わせた呼称。これらのオリジナルキャ
ラクターは「物流業界を誰もが働きたいと
思えるあこがれの業界に」との同社経営理
念を踏まえ、業界イメージアップのために
導入したもので、幹線便事業に「Bies」は
欠かせないとしている。実際、これらのキ
ャラクターを描いた同社車両へのカラーリ
ングは一部企画もののみだったが、幹線輸
送車両にはシンボルマークのオリガミカラ
ーとともに「Bies」を描いた新たなデザイ
ンを施した。
Bies Liner専用車両は、幹線輸送に特化
した様々な装備が搭載されている。具体的
なものとしては、①積降時の温度帯の逆転
を考慮し、電動冷凍機を前後に合計2基設
置（同社車両の一部を除き、前方に1基の
み設置。遠隔監視機能を備えており、(株)
デンソーが常にコンディションを把握、故
障を未然に防ぐことが可能）、②薄型の新
断熱素材を使用し、庫内スペースを確保し
たことにより、18パレットの積載が可
能、③コンテナ内で商品を移動させる際の

ドライバー負担を軽減する「エアロール」
を採用、④女性サービスドライバーの作業
負荷を軽減するためのはしごの設置――な
どが挙げられている。
なお、ALU-MS2期の別のメンバーは、

障がい者のための就労継続支援B型事業と
して水耕栽培施設「アサヒファンレイズフ
ァーム松戸」（2021年11月）の開設に取り
組んでおり、同社としても物流だけでな
く、「食」を通じた社会貢献にも今後も積
極的に取り組んでいくとしている。
同社は、女性や若者の活躍の機会を広げ

ようとする「クローバープロジェクト」に
も取り組んでいる。2020年3月に愛川物流
センターと神奈川営業所で導入を開始した
女性専用車両「クローバー」（写真２）に
ついてもその後順調に導入台数を増や
し、2021年度には合計9台に達したとい
う。クローバー導入状況は以下の通り。
■2020年3月
〇愛川物流センター
3.5ｔ車1台
〇神奈川営業所
2.95ｔ車2台
■2020年6月
〇松戸事業所
2.0ｔ車1台
1.0ｔ車1台
■2021年6月
〇狭山チルド物流センター
4.0ｔ車1台
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6.0ｔ車1台
■2021年11月
〇狭山チルド物流センター
4.0ｔ車1台
〇花見台共配センター
4.0ｔ車1台
同社の女性サービスドライバー比率は

5.9%。業界平均が2.5％であり、業界平均
の倍以上の比率だ。狭山チルド物流センタ
ーはスーパー向け物流を担っているた
め、4.0ｔ車以上の大型車しかないが、12名
の女性サービスドライバーが所属してお
り、松戸事業所は小型車が多いこともあ
り、所属サービスドライバーの約25％を女
性が占めているという。同社では、全体と
してまだ低い比率だとしながらも、特定の
拠点においてはすでに高比率を達成してお
り、車両をはじめとする様々な配慮がこの
結果につながったと認識している。今後は
女性だけでなく、未経験者や若者のサービ
スドライバーへの就業を促していくた
め、2023年度には全ての車両をオートマッ
チ車に切り替えていく計画だ。
一方、コンビニエンスストア向け配送業

務で同社が取り組んでいるのが車両のゲー
ト化の推進。これまでドリンクなどの重量
物の積降作業はサービスドライバーの手で
行ってきたが、パワーゲートを車両に導入
することでサービスドライバーを重労働か
ら解放するとともに、作業効率の大幅な向
上を実現している。現在、ゲート搭載車両
は34台が稼働。これにより、従来男性の中
でも比較的若いサービスドライバーが主に
対応してきたこの業務に女性サービスドラ
イバーも従事し、問題なく業務をこなすこ
とができているという。
コンビニエンスストア向け配送車両で
は、さらにチルド・常温共用化も進めた。
コンビニエンスストア向けは温度管理が必
須。従来はそのために温度帯別車両を保有
していたが、共用車両導入により台数削減
を図るとともに、配送集約による効率化を

実現している。

従業員満足度向上への諸施策実施
「ヤオコー子ども支援財団」にも参画

従業員満足度向上の施策としては、待遇
改善に引き続き努力するとともに、モチベ
ーションアップのためのベストスタッフ表
彰制度を継続的に運用する。また、現場作
業に従事するメンバーの「作業スタッフ」
という呼称をグループ全体として「サービ
ススタッフ」に切り替え、統一して使用し
ていくことも明らかにした。
2021年から埼玉西武ライオンズを後援

し、3月にはライオンズ本拠地のメットラ
イフドームに自社PRの看板を設置したほ
か、7月からはライオンズのチームロゴを
ラッピングしたトラックを導入するなど、
企業イメージ向上を図っている。
同社の社会貢献の取組としては、得意先

の(株)ヤオコーが2021年3月に設立した
「(一財)ヤオコー子ども支援財団」の活動
にも参画。同財団が埼玉県内のフードバン
クに寄付している米の配送をサポートした
ことにより、横塚社長は、ヤオコー代表取
締役社長で同財団の理事長でもある川野澄
人氏とともに大野埼玉県知事から直接感謝
状を受けたという。横塚社長は、同財団に
理事として参画しており、今後も同財団と
ともに「食」を通じた社会貢献に尽力して
いく方針だ。

2021年度は単体・連結とも躍進
トラック保有台数は1,403台に

2021年度決算（速報値）は、アサヒロジ
スティクス単体の売上高が2020年度比
6.8％増の338億円となり、燃料高騰など厳
しい環境下だったものの、経常利益も過去
最高となる22億円強となった。グループ全
体の連結決算では、売上高が2020年度比
30％増の467億円となり、経常利益も24億
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円強に達した。
2021年度における人員と車両状況につい

ては、従業員数が5,634名で、トラック保有
台数が1,403台と、順調にその規模を拡大。
現在の従業員数は、フレッシュ・ロジステ
ィックも含め、6,167名となっている。
なお、2021年度には東京共配センターを

閉鎖した。2年前に発生した新型コロナ禍
で外食産業の需要が低迷し、短期的な回復
が困難であるとし、2020年4月に閉鎖を判
断。2021年度中にこれを実施した格好。同
センターが担っていた外食事業分と共配事
業分は他のセンターに振り分けた。企業体
質をより筋肉質なものとし、効率的で競争
力のあるセンター運営により外食事業なら
びに共配事業をさらなる伸ばしていく方針
だ。

顧客とのパートナーシップ構築を目指す
5年後、売上高600億円を目標に

2022年度の事業展開における外部環境の
変化について横塚社長は、顧客の物流に対
する認識の変化を挙げた（写真２）。物流
が自社事業にとって必要不可欠であり、そ
の継続・安定性の重要性に対する認識が深
まったとし、従来のような価格対応要請は
影を潜め、物流コストを上げないための条
件を探る、あるいは相談してくるような状
況になってきたという。また、国際情勢が
不安定となる中、在庫の積み増し、あるい
は戦略的な調達体制の構築などに関心が強
まっていると指摘。小売業で店舗当たりの
売上高が減少する中、物流を見直すことで
収益体質を強化する動きも出てきていると
いう。また、戦略的な視野で全国規模の業
容を持つ物流企業とのパートナーシップ関
係を模索する動きも徐々に顕在化してお
り、同社もそのような存在を目指していく
と話した。
同社の業界における位置づけについて
は、我が国に物流企業が約6万2,000社以上

あるとし、同社単体の売上高ベースでの順
位が業界紙調べで100番台前半であること
から、100番以内も目前になったとし、5年
後の目標売上高である600億円を達成すれ
ば70番前後にランクされる可能性があると
話した。また、このランキングにはヤマト
運輸(株)や日本通運(株)など、同社と競合
関係にない大手物流企業も含まれており、
食品物流に特化している物流企業としては
すでに上位にあることを踏まえ、食品物流
に求められる機能が今後さらに複雑・高度
化していくことから、こうしたニーズに的
確に対応し、顧客の期待に応えていきたい
と述べた。
また、業界に関連する規制をめぐる動向

については、2024年問題を取り上げ、トラ
ックサービスドライバーの待遇改善、モチ
ベーションアップ、労働負荷軽減などに取
り組んでいくことが解決につながるとの認
識を示した。
こうした外部環境下でこれら諸課題に対

応し、事業を成長させていくため、同社と
しては、①厳しい経営環境下でも顧客から
頼られ、評価される価値の高い事業に特化
すること、②食品物流を基軸としながら事
業領域の幅を広げていくこと――の2点に
取り組んでいくべきだとした。また、業種
分類に物流業はなく、運送業か倉庫業のい
ずれかに分類されるが、今日の物流業は運
送業と倉庫業の事業内容を合わせたもので
あるとし、物流業で付加価値を訴求してい

写真３ 2022年度経営計画を説明する横塚社長
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くには、現場力と「人財」の育成が重要で
あるとし、同社としてもこの2つに育成に
引き続き取り組んでいくと話した。
同社は5年後の2026年度に実現する姿と

して、中期経営ビジョンで「東日本を面で
カバーする幅広く盤石なインフラを確立
し、東名阪をつなぐ機能を強化する」とい
う内容を掲げている。そのうえで川上や川
下、BtoCも含めてその事業領域の幅を広げ
ていくほか、2021年度に開始した東名阪を
つなぐ幹線便「Bies Liner」の取組など、安
定的な食品物流を担っていくための施策を
継続していくとした。これら諸施策の実行
により、グループ売上高600億円、経常利
益率5％を達成し、「日本の食と農を支え
る物流インフラ企業」へと飛躍していくと
の計画を示した。
また、食品ロス削減に対する関心が高ま

る中、冷凍食品に加え、青果物などの食品
素材の冷凍保存ニーズが拡大すると指摘。
冷凍加工への対応も含め、冷凍倉庫機能を
活かしたサービス展開で期待に応える。さ
らに2023年度には、フレッシュ・ロジステ
ィックと同社コンビニエンスストア向け事
業を一体化し、顧客により分かりやすい経
営体制を構築する。

今期は「時間の価値を高める」ことに重点
バース予約システム導入拡大などで実現

2022年度の経営スローガンは「時間の価
値を高めよう」。同社では、数年をかけて
時間をベースとした業務体系と、評価体系
を構築してきたとし、2022年度は時間を重
視した経営を展開していく。具体的には、
有給休暇を6日増やし111日とすることで時
間単価をアップし、実質的に給与増額に結
びつける。また、生産性改善を図り、ムリ
・ムダ・ムラを徹底的に排除することで収
益性を高め、増えた収益を従業員に還元し
ていく方針だ。
ステークホルダーへの還元にも触れ、入

荷バース予約システム「MOVE」導入をさ
らに拡大していく意向を示した。同社は他
社から荷物を受け入れる側の立場でもあ
り、従来は早く到着したトラックから順に
荷物を受け入れていたが、2021年10月から
事前予約（到着時刻、荷物の内容、数量な
どを入力）したトラックを優先して受け入
れる体制に切り替えており、入荷待ち車両
の減少と待ち時間の減少を実現している。
物流センターでは、入手した入荷情報を分
析し、事前に万全の受け入れ態勢を整えて
おくことができるため、荷受け作業の効率
化も可能。入荷側・受け入れ側相互の時間
価値を高めることができるとしている。
また同社では、未経験あるいは経験の浅

い新人トラックサービスドライバーにも安
心して業務を遂行してもらうため、サービ
スドライバー向け業務支援システム「アシ
ストロボット」も導入した。専用ソフトを
搭載したスマホ利用のサポートシステム
で、サービスドライバー1名につき1台保有
するものとなっている。カーナビゲーショ
ンや、事務所とコミュニケーションをとる
ための無線機能、入荷先での注意事項を示
す庭先指示情報管理、現場作業をガイドす
るマニュアル管理などの機能が入っている
ため、これら情報を必要に応じて確認する
だけで安心して業務を進めることができる
ほか、サービス品質の均質化も図れる。

ネットスーパー業務の拡大にも勢い
新たに５つの物流拠点開設も予定

ネットスーパー業務については、従来本
社管理していたが、今後倍以上の規模への
拡大が見込まれることから、2022年度中に
営業部門として独立させたいとしている。
2022年度は新たな物流拠点を5拠点開設

する計画。この拠点拡充により「東日本を
面でカバーする幅広く盤石なインフラの確
立」へと大きく前進させる意向だ。新規開
設拠点は以下の通り。盛岡共配センターと
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長岡共配センターは自社で建設・保有する
物件。新潟営業所は、フレッシュ・ロジス
ティックの新潟センター内に物流事業者と
して参入するもので、温度帯の高い保有車
両を減らしてより効率的な運営を進める予
定だ。長岡北事業所は、北陸地域の大手食
品卸が建設するセンターで、新草加物流セ
ンター（仮）は同社最大の取引先であるス
ーパーが建設するセンター。いずれも物流
事業者として内部に入り、業務を受託する
ものとなっている。
■2022年5月
盛岡共配センター
■2022年6月
新潟営業所
■2022年10月
長岡共配センター
■2022年10月
長岡北事業所
■2023年3月
新草加物流センター（仮）
また、既存3拠点の名称も以下の通り変

更する。
〇新潟物流センター
⇒長岡中之島物流センター
〇新潟営業所
⇒長岡中之島営業所
〇草加物流センター
⇒草加常温センター
2022年度はこれら施策の遂行により、ア

サヒロジスティクス単体で売上高410億
円、経常利益22億円強を目標とし、グルー
プ全体としては売上高490億円、経常利益
24億円を目指すとしている。横塚社長は
「燃料費や人件費、諸物価の高騰など様々
なアゲインストの風が吹いているが、当社
としてまだまだやれることがある。これか
らも積極的に新たな取組にチャレンジし、
お客様の期待に応えられる会社、そして従
業員の皆さんに気分よく働いてもらえる職
場を作り上げて参りたい」と述べ、2022年
度経営方針の発表を締めくくった。

なお、自主管理経営優秀拠点表彰で
は、2021年度における各部門・各拠点の取
組結果を採点し、最優秀賞、優秀賞、特別
賞を決定した。表彰結果は以下の通りだ。
■最優秀賞
横浜緑常温センター
■優秀賞
運行部門：狭山営業所
作業部門：松戸共配センター
本社部門：安全対策強化グループ
■特別賞
運行部門：熊谷物流センター
作業部門：五霞共配センセンター
また、永年勤続表彰では、5年、10
年、15年、20年、25年、30年、35年の順に
表彰を行った。各年の表彰人数は以下の通
り。
5年⇒220名／10年⇒95名
15年⇒66名／20年⇒41名
25年⇒21名／30年⇒8名
35年⇒3名

本誌掲載の記事、写真、図表・イラスト等の無断複写・転載を禁止します。
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